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中部産業遺産研究会 会報 第 40 号 

Newsletter of The Chubu Society For The Industrial Heritage 

 

Ⅰ．第111回定例研究会の開催について 

開催日時：2011/07/24(日) 13:00～17:00 

会   場：名城大学名駅サテライト会議室（会場案内は最後にあります） 

定例研究会：１．研究報告、調査報告 

        「産業遺産の見方・調べ方‐ネジ‐」杉本漢三・予定 

        「産業遺産の見方・調べ方‐人造石工法‐」天野武弘・予定 

        「東海道五十三次に見る産業遺産‐近世と近代の産業点景‐」水野信太郎・予定 

        「旧地名発電所建物解体までの経緯と保存問題」 

                   天野武弘、中住健二郎、永井唐九郎、野口英一朗・予定 

      ２．その他の諸報告、保存問題など 

      ３．研究誌、会報(研究会ニュースレター) 

      ４．シンポジウム「日本の技術史をみる眼」の検討 

      ５．その他 

 

Ⅱ．2011年度 第１９回総会の報告                       井土清司 

司会（宗美 修）・記録（井土清司）、参加者：39名 

場所：名古屋工業大学24号館 2421教室、開催日：2011/05/29（日） 

 開会に先立ち、佐々木会長より、東日本大震災の被災状況、平泉中尊寺等の世界遺産登録、シンポジウ

ム「日本の技術史をみる眼」第２９回の盛況等について紹介を含めた挨拶があった。 

 また、2010年 9月 3日にご逝去された会員、故松井辰弥氏に弔意を表し黙祷を行った。 

 議長に佐々木会長を選出し、総会資料に基づき、各担当者より提案説明があり、検討が行われた。 

 検討の結果、１～６について承認された。但し、６．予算（案）については、2010年度会費未納分等の

記載（計上）について、意見があった。 

 なお、７．その他（創立記念事業について）は、年数の基点を含めて、引き続き検討することとした。

また、詳細は、総会資料を参照してください。 

 １．2010年度 事業報告                     野口英一朗 

 ２．2010年度 研究会 会計報告（特別会計報告）、書籍 会計報告 

     研究会 会計報告（特別会計報告）            市野清志 

     書 籍 会計報告                    藤田秀紀 

 ３．2010年度 研究会 監査報告、書籍 監査報告 

     研究会 監査報告                    植田泰司 

     書 籍 監査報告                    野口英一朗 

 ４．2010～2011年度役員と組織                    〃 

 ５．2011年度 事業計画(案)                     〃 

 ６．2011年度 予算（案）                    市野清志 

 ７．その他                            野口英一朗 

  ① 創立記念事業について 

  ② 「蒸気機関車庫・転車台保存活用プロジェクト」(協力) 

          橋本英樹会員、高橋伊佐夫会員に参加していただく。 
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記念講演 

● 「目をみはった台湾の産業遺産の保存と再利用」   大橋公雄 

     資料：Ａ３判 ６枚                 質疑５分 

 パワーポイントを用いて、日本統治時代に建設された、工場、鉄道等を含めた、産業遺産の保存・利用

状況などについて報告があった。 

 

Ⅲ．第 110回 定例研究会の報告                        井土清司 

司会（宗美 修）・記録（井土清司）、参加者：39名 

場所：名古屋工業大学24号館 2421教室、開催日：2011/05/29（日） 

 新会員紹介：高橋 進さん、産業遺産観光を勧めたいなど自己紹介があった。 

１．研究報告、調査報告 

［110-11-01］「産業遺産の見方・調べ方‐鐵道レール‐」   大島一朗 

     資料：なし                    質疑５分 

 パワーポイントを用いて、鉄道レールの見方などについて、次のように詳細な報告があった。 

・レール形状の変化、帯鉄レール、双頭レール、平底レール。 

・レール自給化達成の流れ、1872年にイギリス製に始まり、1933年以降は路面電車用溝付きレールを除き

原則国産レールに統一。 

・ブランディングの読み取り方、メーカー名、製造年月、納入先など。 

・その他レール製造（国産化の歴史）、技術の変遷、経済面からの評価などにいて。 

［110-11-02］「旧依佐美送信所の建築家たち-彼らと東海地方とのつながり」   水野信太郎 

     資料：Ａ４判 ３頁                質疑５分 

 パワーポイントを用いて、依佐美送信所の設計者、加護谷祐太郎（所長）、竹内芳太郎（本館を担当）、

中田武（社宅を担当）の３名の建築家の出会った恩師、ジョサイア・コンドル（日本建築界全体の父）、辰

野金吾（東大建築、明治建築界の法王）、伊藤忠太（日本建築史学の父・法隆寺の発見者）、その他柳田國

男、佐藤功一、武田五一、鈴木禎次などについて、大学との関係、設計建築物などを含め報告があった。 

２．その他の諸報告、保存問題など 

［110-21-01］高知県東部にある「魚染瀬森林鉄道」の紹介   寺西克己  資料：ガイドマップ 

 2009年に国の重要文化財に指定された魚染瀬森林鉄道施設が紹介された。 

［110-21-02］「チェリノブイリからの報告」   市野清志  資料：Ａ３判 ２枚 

 パワーポイントを用いて報告。軍が管理しており、許可得て見学ができた。事故により周辺地域から、

600 万人が移住した、立入り禁止区域は愛知県の２倍広である。現地は 5,000 年間に亘り人が住むことが

出来ない。見学時は６人に１台の放射線測定器を持っての見学であったなど報告があった。 

３．研究誌、会報（研究会ニュースレター） 

［110-31-0１］研究誌『産業遺産研究第 18号』について   浅野伸一 

 本日、産業遺産研究第 18号の配布をしています。今回は、中部の博物館シリーズが欠けたが、ＪＲ東海

「リニア・鉄道館」見学記がそれに近いものとなった。 

 会誌は総会に不参加の会員には、後日総会資料などと一緒にお送りします。 

［110-31-02］会報ニュースレター、電子メール版の原稿募集   橋本英樹 

 メールアドレスの確認依頼があった。 

４．シンポジウム 

［110-41-01］シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第29回の報告   山田 貢 

 名城大学名駅サテライトを会場に開催し、充実した意見交換ができた。次回では、29回までの実績を含

め、保存と活用について意見交換をしたい。７月の例会時に全員で検討することを考えている。 

５．見学会、その他の催し物 

［110-51-01］「ものづくり文化再発見！ウォーキング」予定報告   寺沢安正 

 １．「中川運河」沿いをめぐるウォーキング、開催日：未定、フェスティバルに合わせ実施。 
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 ２．「西尾市「抹茶・歴史街道」を見て歩こう！」2011/10/08(土) 

［110-51-02］第５回「2011年パネル展」   大橋公雄 

 「名古屋のまちづくりを育んだ木材産業・木材加工業から名古屋の産業とまちづくりは発展した-（仮）」

をテーマとして開催する。次回勉強会は、2011/06/19(日)に名古屋都市センター13F で行いますので、関

心のある方は参加してください。勉強会の予定は次ページにあります。 

 １．2011/11/01(火)～11/13(日) 名古屋市都市センター11Ｆ まちづくり広場・企画展示コーナー 

 ２．2011/11/06(日) 13：00～17：00 講演会・公開定例研究会 名古屋市都市センター11Ｆ大研修室 

［110-51-03］第 15回 TICCIH本会議（台湾・2012）への参加   寺沢安正 

 来年 11月に当研究会も会員であるTICCIH(The International Committee for the Conservation of 

the Industrial Heritage)：国際産業遺産保存委員会の本会議が、台湾に於いて予定されている。日

本には２つのセッションの受持ちと論文報告の協力依頼がある。当研究会としては次の体制で取り組

むことで、本日の幹事会および例会にて了承を得た。 

   実行委員長：石田正治、実行委員長代理：大橋公雄、事務局長：野口英一朗 

６．文献紹介、資料紹介 （   ）内は紹介者 

【参考文献】 

［110-61-01］「日本の近代を開いた産業遺産」2011/05/20に産業考古学会が発行 （事務局） 

【その他の資料】 

［110-63-01］「名古屋都市センター ニュースレター vol.87    （事務局） 

［110-63-02］「名古屋都市センター まちづくり来ぶらり 第 54 号」 （事務局） 

［110-63-03］「中部産業・地域活性化センター CI:RAC Vol.６」  （事務局） 

［110-63-04］「中部産業・地域活性化センター CI:RAC Vol.７」  （事務局） 

［110-63-05］「九州産業考古学会 会報第15号」         （事務局） 

７．出版広報事業 

［110-71-01］インターネット http://csih.sakura.ne.jp/ 左記に変更して、内容が変わりました。 

［110-71-02］中部産業遺産研究会の本 

８．委員会、役員会、研究分科会 

［110-81-01］幹事会・役員会 

  2010年度 

・第４回幹事会 2011/05/08(日) 10:00～12:00 名古屋事務所 

・第１回役員会 2011/05/08(日) 13:30～15:30 名古屋事務所 

  １、総会議案を審議。 

  ２、蒸気機関車庫・転車台保存活用プロジェクトについて。 

  ３、産業遺産の保存と活用について。 

  2011年度 

・第１回幹事会 2011/05/29(日) 12:00～12:40 名古屋工業大学24号館２４２１教室 

  １、第15回 TICCIH本会議（台湾・2012）への参加について提案。 

  ２、蒸気機関車庫・転車台保存活用プロジェクトについて。 

  ３、読売新聞からのパノラマカー誕生50年について。 

  ４、会費納入の現状について。 

  ５、産業遺産ウォーキング大会の現状について。 

  ６、名古屋都市センターのパネル展の現状について。 

  ７、日本の技術史をみる眼の現状について。 

  ８、産業遺産研究の結果と現状について。 

  ９、書籍販売の結果と現状について。 

  10、今後の例会・見学会の会場と日程について。 

  11、会報の現状について。 

  12、その他 例会の司会や記録のメンバーが一人交代します。 
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［110-81-02］シンポジウム「日本の技術史を見る眼」第30回実行委員会 

・第２回 2011/05/29(日) 10:30～12:00 名古屋工業大学19号館２Ｆ２０２教室 

・第３回 2011/07/24(日) 10:30～12:00 名城大学名駅サテライト会議室・予定 

［110-81-03］パネル展「名古屋のまちづくりを育んだ木材産業‐木材加工業から名古屋の産業とまち 

づくりは発展した‐（仮）」勉強会 

・第３回 2011/06/19(日) 14:00～16:30 名古屋都市センター13F 

・第４回 2010/08/07(日) 14:00～16:30 名古屋都市センター13F・予定 

・第５回 2010/09/11(日) 14:00～16:30 名古屋都市センター13F・予定 

・第６回 2010/10/09(日) 14:00～16:30 名古屋都市センター13F・予定 

［110-81-04］研究誌『産業遺産研究』第19号編集委員会 

［110-81-05］「第 15回 TICCIH本会議（台湾・2012）への参加」勉強会 

・第１回 2011/06/19(日) 17:00～18:00 サイプレスガーデンホテル レストラン「ヴェルジェ」 

９．総務・事務局関係 

［110-91-01］研究会スケジュール、関連団体スケジュール、他 

・第 111回定例研究会 2011/07/24(日) 13:00～ 名城大学名駅サテライト会議室 

・第 112回定例研究会・見学会 2011/09/25(日) 13:00～ ウィステリア鉄道・貨物鉄道博物館 

・第５回パネル展 2011/11/01(火)～11/13(日) 名古屋都市センター11F 企画展示コーナー 

・第 113回定例研究会公開 2011/11/06(日) 13:00～ 名古屋都市センター11F 大研修室 

・産業考古学会全国大会 2011/11/19(土)～11/20(日) 熊本学園大学 

・第 114回定例研究会 2012/01/29(日) 13:00～ 会場未定 

・第 30回「日本の技術史をみる眼」 2012/03/03予定・会場未定 

・第 115回定例研究会・見学会 2012/03/25(日) 13:00～ 見学先未定 

・第 20回総会・第116回定例研究会 2012/05/27(日) 13:00～ 会場未定 

［110-91-02］会員異動（   ）内は入会日・退会日 

・入会：日隈美朱（2011/06/23） 

・退会：おりません 

 

■ 会報編集委員会より 

 編集委員の募集および、ご意見やご希望などお願いします。 

 産業遺産に関する情報・短信・文献紹介などお気軽にご投稿下さい。投稿は郵送または電子メール

でお送り下さい。写真には必ず撮影者と撮影日時を記載したメモを貼り付けて下さい。原稿はテキス

ト形式で作成していただくと編集作業がしやすいので、なるべくテキスト形式でお願いします。 

原稿送付先：野口英一朗noguchi.@d5.dion.ne.jp (←アドレスにご注意下さい。@の前にドット。) 

 電子メールをお持ち会員で、橋本幹事から電子メールニュースが配信されていない会員は、メール

にて、橋本幹事（hidekih@wine.plala.or.jp）までご連絡ください。すでに着信確認メールを出され

ている方は、再度送信いただく必要はありません。 
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会場案内 

 会 場：名城大学 名駅サテライト 会議室  （名古屋駅前SIAビル 13階） 

 交 通：名古屋下車 桜通を東へ約100ｍ   （ユニモール地下街④番出口を出てすぐ） 

 駐車場：会場の駐車場はありません。 


